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親 水 性 ポ リ マ ー の 膨 潤 に 関 す る 研 究（ 第１ 報）

－ ポ リ ア ク リ ル 酸 ナト リウ ム の 吸着 熱 お よ び そ の 速 度 －

○ 小 川 育 子　 山 野 秀 樹＊　 宮川 金 二 郎　 （ 香 川 大 教育　 ＊阪 府 立 公 衛 専 ）

目 的　 親 水 性 ポ リ マ ー は， 従来 の吸 水 性材 料 と は 異 なる 吸 水 挙 動 を示 す た め， 紙 お む つ

な ど 衛 生 用 品 を 始 め， 日 常 生 活 の 様 々 な 分 野に 応 用さ れ てい る。 親 水 性 ポ リ マ ーの 吸 水，

膨 潤 は 迅 速 な 反 応 で あ る た め， 定 量 は困 難 であ る が， 反 応 の 速 度 解 析 の 方 法 と し て， 顕 微

鏡 とVTE を 用 い た 画 像 解 析 に よ る方 法, お よ び 熱 量 計 を 用い た 反 応 熱 解 析 に よ る 方 法 の ２

つ が 考 え られ る。 こ こ で は， ポ リ ア タ リル 酸 ナト リ ウ ム(NaPA ） に つ い て， 水 によ る 膨潤 が

ど の 様 に 起き る か， ま た 酸 やtg に より ど の 程 度 抑 制さ れ る か を 魏 べ る こ と を 目 的 と し た。

方 法　 画 像 解 析 法 で は， 写 真 顕 微鏡（Nikon Hicrophoto －FX） にVTR を 付 置 し， スラ イ ド

ガ ラ ス上 にお い たNaPA 粒 子 に 水 な ど の溶 液を 滴 下 し， 粒 子 サ イ ズ の 経 時 変 化 を 測 定 す るこ

と によ り 膨 潤 速 度お よ び 膨 潤 量 の 解析 を 行っ た。 ま た， 反 応 熱 解 析 に よ る 方 法 では， セ ン

サ ー に サ ーミ ス タ（ 時 定 数 はnsec オ ー ダ ーで， 速 い 反 応 にも 適 用 で き る ） を 用い た 双 子 型

恒 温壁 熱 量 計　 東 京 理 工　IIC －Z2 を 使 用し た。NaP6 約5  One お よ び 対 照 と し て 同量 の水 を

各 々 薄型 ガ ラ ス ア ン プ ル に 封 入し，20~  sec の 各 温 度 で 熱 平 衡に 達 し た後， ア ンプ ルを 破

壊し て 試 料を 各 種 水 溶 液(70 ≪l） に 投 入 す る。 投 入 後 のNaPA の 膨 潤 に 伴 う 熱 反 応 速 度 を 測

定 し た。

結果　 反 応 熱変 化 の 解 析 か ら,      NaPA の 膨 潤 は 見 か け 上 一 次 反 応 と し て 取 り 扱 う こ と が で

き， 反 応 速 度 定 数 は 高 温 側(30 ～so^c ） で 塩 濃 度 に よ る 低 下 が 顕 著 で あ っ た。 粒 径 の 増 加 は

塩や 酸 によ り 著し く 抑 制 さ れ た。 膨 潤 に 伴 う 熱 は い ず れ も 大 き な 差 が な く， す べ て 発 熱 で，

196 ±17 J ／E　であ っ た。

D  4 綿の化学的親水化処理とその親水性評価のための
吸水特性の測定方法の検討

武庫川女子大家政　　○水谷千代美　小野木禎彦　稲垣博

目的: 木綿繊維に非イオン性あるいはイオン性の親水基を導入して親水化を行い、それ
らの親水性を評価するための水分吸着特性を測定する方法について検討することを目的と
した。

方法: 非イオン性処理には多価アルコール系グリシドールを用いたグリシドール化処理

を、 また、 イオン性処理はモノクロロ酢酸を用いたカルボキシメチル化処理をおこなった。

従釆の吸水速度は、J   I S　L  －1  0  9  6 に定められた滴下法、 バイレック法、 沈降法

がある。 本研究では、 反応をより均一に行うために、 織物でなく繊維集合体（ スライバー）

で反応を行 つヽたために上記の方法では評価ができない。 そこで水中に浸漬させた時の吸水

率変化を遠心分離機で表面付着水のみを除去することにより求める方法（ 遠心分離法）の

検討を行った。

結果と考察: 遠心分離法により繊維の表面に付着した水を除去し、 吸水率が求められる

ことがわかった。 親水化処理綿の親水基の導入率の増加と飽和吸水量の間に密接な関係が

あり、 飽和吸水量により親水化の程度が評価できることがわかった。 木綿繊維に導入さ｡れ

た非イオン性及びイオン性親水基の吸水速度の間に差異があることが認められた。


